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クロキサシリンに係る食品健康影響評価に関する審議結果(案)についての意見・情報の募集結
果について 

 
１．実施期間 令和 3 年 12 月 15 日～令和 4 年 1 月 13 日 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
３．提出状況 1 通 
４．頂いた意見・情報及び食品安全委員会の回答 
 

※頂いたものをそのまま掲載しています。 

 

 頂いた意見・情報 食品安全委員会の回答 

1 「クロキサシリンの体重（1 kg）当たり及び 1 

日当たりの推定摂取量と NOAEL との比較によ

る MOE は 240,000 であり、評価に用いた資料

には発がん性試験及び両性を用いた繁殖毒性

試験が不足していることを考慮しても、NOAEL 

と現行のリスク管理を基にした推定摂取量に

は十分な余裕があると判断した。」ということ

だが、微量でも他の残留農薬等との組合せで悪

影響が起きる可能性がある。そのような複合効

果等が検証されていない現状では、安全をみて

原則使用禁止とし、現状の「評価の考え方」も

併せて改正すべき。 

 

食品安全委員会は、国民の健康の保護が最も

重要であるという基本的認識の下、規制等の

リスク管理を行う行政機関から独立して、科

学的知見に基づき客観的かつ中立公正に食

品健康影響評価を行っています。この食品健

康影響評価は、食品安全基本法第11条第3項

に基づき、その時点において到達されている

水準の科学的知見に基づいて行うこととし

ております。 

本成分については、「暫定基準が設定された

動物用医薬品及び飼料添加物に係る食品健

康影響評価の考え方について」（令和2年5

月18日動物用医薬品専門調査会及び令和2年

6月15日肥料・飼料等専門調査会決定）に基

づき評価を行った結果、本成分が現行のリス

ク管理の範囲で使用される限りにおいて、本

成分の食品を介したヒトの安全性は担保さ

れていると考えます。 

複数の化合物へのばく露については、現段階

では 、JECFA（FAO/WHO合同食品添加物専門

家会議）や JMPR（FAO/WHO合同残留農薬専門

家会議）において、複数の化合物へのばく露

に対するリスク評価手法について検討する

こととされていることから、引き続き、最新

の情報収集に努めてまいります。 

動物用医薬品の使用及び残留基準に関する

ご意見は、リスク管理に関するものと考えら

れることから、農林水産省及び厚生労働省に

情報提供いたします。 


